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私
は
昨
年
七
月
十
二
日
の
米
空
母
艦
載
機
夜
間
離
着
陸
訓
練
（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）
基
地
化
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

で
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
に
伴
う
米
軍
要
員
の
駐
留
の
可
能
性
や
基
地
の
規
模
、
あ
る
い
は
米
軍
へ
の
基
地
の
提
供
形
態
な
ど

を
た
だ
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
「

い
ま
だ
結
論
を
得
て
い
な
い
の
で
具
体
的
構
想
を
述
べ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
」
と
事
実
上
の
答
弁
拒
否
を
行
つ
た
。
し
か
し
、
厚
木
基
地
の
代
替
と
い
う
か
ら
に
は
詳
細
は
別
と
し
て

政
府
に
構
想
が
な
い
は
ず
は
な
い
。 

現
に
、
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
十
八
年
）
、
三
宅
村
議
会
の
当
時
の
三
宅
島
空
港
建
設
促
進
特
別
委
員
会
が
、
議

会
が
住
民
に
な
ん
の
説
明
も
せ
ず
に
採
択
し
た
Ｎ
Ｌ
Ｐ
基
地
誘
致
意
見
書
を
た
ず
さ
え
、
首
相
や
防
衛
庁
長
官
な

ど
関
係
大
臣
に
提
出
し
た
さ
い
、
当
時
の
塩
田
防
衛
施
設
庁
長
官
は
構
想
の
基
本
に
つ
い
て
説
明
を
行
つ
て
い
る
。 

米
空
母
艦
載
機
夜
間
離
着
陸
訓
練
基
地
建
設
構
想
に
関
す
る
質
問
主
意
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三 

 



 

政
府
は
Ｎ

Ｌ

Ｐ

基

地

建

設

地

と
し
て
三
宅
島
に
的
を
し
ぼ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
圧
力
や
働
き
か
け
を
行
い
な
が

ら
、
具
体
的
な
構
想
を
示
そ
う
と
は
し
な
い
。
事
実
を
隠
し
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
つ
た
と
き
に
は
既
に
遅
し
、 

「
訓
練
は
夜
間
行
い
、
時
間
に
つ
い
て
は
厚
木
の
場
合
、
午
後
六
時
か
ら
午
後
十
時
く
ら
い
ま
で
訓
練
し
て
お

る
。
訓
練
時
間
は
冬
と
夏
で
は
違
い
が
あ
る
。
」 

一
九
八
三
年
十
二
月
二
十
八
日
付
の
村
議
会
に
対
す
る
「
三
宅
島
新
空
港
建
設
促
進
特
別
委
員
会
」
の
報
告
書
に

よ
れ
ば
、
塩
田
長
官
は
、 

と
公
式
に
説
明
し
て
い
る
。 

「
（
飛
行
場
の
規
模
は
）
幅
員
は
三
百
米
か
ら
四
百
米
く
ら
い
。
延
長
は
一
千
八
百
米
か
ら
二
千
米
で
す
。
」 

「
空
港
管
理
に
つ
い
て
は
米
軍
が
行
う
可
能
性
が
あ
る
。
」 

「
米
軍
兵
士
の
滞
在
に
伴
う
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
と
思
う
。
」 

「
三
宅
島
の
場
合
は
多
少
多
く
な
る
。
」 

四 

 



 

と
い
つ
た
状
況
を
つ
く
り
だ
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
て
は
断
じ
て
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
当
時
の
誘
致
派
議
員
等

に
は
説
明
し
な
が
ら
国
会
で
は
質
問
に
も
答
え
な
い
と
い
う
政
府
の
態
度
は
許
さ
れ
な
い
。 

以
下
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
基
地
化
問
題
が
重
大
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
構
想
に
つ
い
て
、
改
め
て
具
体
的
に

質
問
す
る
。 

一 

一
九
八
三
年
十
二
月
二
十
三
日
、
当
時
の
「
三
宅
島
新
空
港
建
設
促
進
特
別
委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
意
見

書
を
提
出
し
た
さ
い
、
塩
田
防
衛
施
設
庁
長
官
は
前
書
で
引
用
し
た
よ
う
な
説
明
を
し
た
の
か
ど
う
か
、
事
実
の

有
無
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

訓
練
時
間
に
つ
い
て 

２ 

そ
れ
は
現
在
の
二
機
編
隊
で
の
訓
練
が
四
機
編
隊
、
あ
る
い
は
六
機
編
隊
で
の
訓
練
に
な
る
可
能
性
も
あ 

１ 

塩
田
防
衛
施
設
庁
長
官
が
説
明
し
た
よ
う
に
、
三
宅
島
の
場
合
、
厚
木
に
比
べ
て
訓
練
時
間
が
多
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
の
か
。 

五 

 



 

四 

空
港
管
理
は
米
軍
が
行
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
訓
練
期
間
中
の
空
港
管
理
は
ど
う
い
う 

三 

米
軍
要
員
の
駐
留
に
つ
い
て 

２ 

そ
の
場
合
、
指
揮
、
訓
練
評
価
、
機
体
整
備
、
基
地
整
備
、
補
給
、
事
故
対
策
な
ど
の
た
め
の
米
軍
要
員

が
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
目
的
を
も
つ
た
要
員
が
配
置
さ
れ
る
と
考
え
る
か
。
ま
た
、
そ
の
要
員
数

は
ど
の
程
度
が
考
え
ら
れ
る
か
。 

１ 

塩
田
長
官
は
、
「

米
軍
兵
士
の
滞
在
」
「
居
住
」
を
前
提
に
し
た
説
明
を
行
つ
て
い
る
が
、
米
軍
機
の
夜
間
訓

練
に
伴
う
米
軍
要
員
が
、
訓
練
期
間
中
は
駐
留
す
る
の
で
は
な
い
か
。 

３ 

米
空
母
艦
載
機
の
夜
間
離
着
陸
訓
練
は
米
軍
規
程
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
と
思
う
が
、
そ
の
さ
い
の
基
地

の
運
用
の
在
り
方
や
態
勢
、
す
な
わ
ち
人
員
の
配
置
や
訓
練
の
評
価
、
基
地
の
整
備
、
補
給
、
事
故
対
策
な

ど
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
説
明
さ
れ
た
い
。 

る
と
い
う
こ
と
か
。 

六 

 



 

 

七 

形
態
が
考
え
ら
れ
る
か
。 

五 

飛
行
場
の
規
模
に
つ
い
て 

１ 

塩
田
防
衛
施
設
庁
長
官
は
飛
行
場
の
規
模
を
、
幅
員
三
百
米
か
ら
四
百
米
、
長
さ
一
千
八
百
米
か
ら
二
千

米
と
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
と
お
り
か
。 

２ 

昨
年
四
月
の
「
Ｐ
Ｈ
Ｐ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ 

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
」
誌
上
で
米
国
防
総
省
を
取
材
し
た
日
高
義
樹

Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
派
員
が
、
当
面
ア
メ
リ
カ
は
「
二
千
メ
ー
ト
ル
程
度
の
滑
走
路
を
つ
く
れ
ば
十
分
」
だ
が
、「
国
防

総
省
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
三
宅
島
に
夜
間
離
着
陸
訓
練
用
の
飛
行
場
を
つ
く
れ
ば
、
そ
れ
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
に
よ
つ
て
シ
ー
レ
ー
ン
確
保
の
た
め
の
重
大
な
拠
点
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
当
面

二
千
メ
ー
ト
ル
」
の
構
想
が
、
将
来
は
「
充
実
」
さ
れ
る
可
能
性
は
絶
対
に
な
い
と
い
い
き
れ
る
か
。 

右
質
問
す
る
。 


